
川崎市学童軟式野球大会特別規則 

I．大会適用規則 
本大会は、2019年度版公認野球規則・2019年度版（財）全日本軟式野球連盟の 
競技者必携の中で、学童部に関する事項及び大会特別規則を適用 

2. 大会特別規則 
(1） 試合は7回戦とし、試合開始の「プレイ」宣告後、1時間30分を経過したら 

そのイニングが最終回とする。 	 I一ーJ'~～ーーー～ 
（注）決められた時間が経過したら、回数に闘係な＜正式試合とする。 

(2） タイプレーク方式（特別延長戦） 
7回巻終宇しで同点め場合、決められた勝間が織鰍ゾで向意の場合は 
タイブレーク方式を行う。 
タイブレーク方式は、継続打順で前回の最終打者を一塁走者、その前の打者を 
ニ塁走者とるす。Oアウトー塁,と二塁の状態にして、Iイニング行い得点の多い 
チームを勝ちとする‘勝敗が決しない場合は、更に継続打順を行い勝敗が 
決しないときは、抽選で勝敗を決定する。 

（注》大縫営上7回が終了するか、決められた時間が健過しで伺煮の場合は 
タイプレーク方式を行わず、抽選で勝敗を決定する場合もある。 

（抽選）抽選は、〇×式とし、〇印の多いチームを勝ちとする。 

(3） 得点差によるコールドゲーム 
得点差によるコールドゲームは、3回以降l0点差・5回以降7点差とする。 
で決勝戦は、ら回似降7点差）: 

( ） 再試合 
試合が5回以前に中止になった場合（ノーゲーム）、また5回が過ぎて同点で 
試合が中止になった場合（正式試合でタイゲーム）は、再試合を行00 
ただし、以後の試合日程から試合の勝者は、ー日2試合を行うことになる。 

価〉 投球数制限 
投手の投球については、肘、肩の障害防止を考慮し、I人の投手は・で日70球以内
を投球できる。継続して70球に達した場合、その打者が打撃を完了するまでーー 
投球できる。ボークにもかかわらず投球レたものは投球数とする。また、一日で
タプル八ッダーや特別継続試合を行う場合や、タイプレークとなった場合、1日 
70球以内であれば引き続き投球することができる。すなわち通算で70球とする。 
世し、ジゴニアシスターズ大会は投球数制限は適用・しltht（郷羽鶴r.漫投球回数
制限を適用） 

3．打順表と攻守の決定 
(1） その日の第1試合は、試合開始予定時聞の60分前までに、第2試合以降は前の

試合の4回終了時までに打順表を5通（登録された全員を記入し、必ずふりがな
を付けだもcbう費監普と主将が失会柵田剖艦甘tパ登録名簿と照合t1jち、球審
立会いのもとに攻守を決定する。 
攻守決定ののち、5回終了するかI時間経過すれぱグランド内のブルペンで、先発
投手のみ投球練習を行っても良い。鼻今司糾、ン今年A 
（注） 前の試合が早く終了した場合は、次の試合を試合開始予定時刻前に開始

することがありますので、試合開始予定時刻30分前には球場に到着して
前の試合経過1C注視すること。 

(2｝ ベンチは、組合せ番号の若いチームをー塁側とする。 
試合中ベンチに入れる人員は、登録されユニフォームを着用した監督30番 
コーチ29番、28番、及び選手20名以内と、チーム代表者、マネ・ージャー 
スコアラーとする。 
熱中症対策として、保艶t女牲）を名以内憲ベソチに入ることがl’きる。え艦 
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亀使母球と電異・議鍵 
(1） 使用球は連盟公認のナガセケンコーボールU号とする。 

(2） チームはユニフォーム、アンダーシャツ等は、同色、同形、同意匠の物を使用 
すること。 （連合チームは、背番号を同色、同形、同意匠とすること） 
但し、スパイクの色は自由とし、全員同色でなくても構わない。学童部は金属 
のつHたスバイウ1ま使用できません。尚，織副）広i ストレートタイプめ 
ユニフォームは、監督、コーチも含めて使用を禁止する。 

(3） ユニフォームの袖の長さは両袖同ーで、左袖に日本字又はローマ字による
県名を必ず付けなければならない。また、他のものをつけてはならない。 

1冷 	パッHま，金属パット、パイコソ7も】Iトは、J SBlBのマ、ぞ703加、た公認
のものを使用すること 

（⑤ 捕手の装具は、連盟公認のマスク、プロテクター、レガース、S・Gマーク
のついた捕手用I＼ルメット及びファルカップを必ず装着すること。 

韻l 主J者、次打煮、麟、ペース争ヂ焦悉二・緩糾ク婆●訊f￥雄軟連公認で, 
両側にイヤーフラップのついたヘルメットを着帽すること。 

5. シートノックを行う場合は5分間を限度とします。シートノックのとき、補助員
として、コーチ（背番号28、 29）も認める。 補助員はヘルメット着帽すること
ただし、大会運営上シートノックを行わず試合を開始することがある。 

6 その他の取1 決め審環 
(1） フアウルボー)uま、一塁側のものは一塁側ベンチ、三塁側のものは三塁側ベンチ 

本塁後方のものは攻撃側で処理すること。 

② 攻守交代の時には、ボールを必ず投手板近くに置いて交代をすること。 

(3). ベソヂ内での電子槻冒類1携帯電話、バ,7コツ等）、携帯マイクの使海麟雑二する
メガホンは、ベンチ内にI個に限り許可する。 

7．試合のスピード化に関する事項 
(1） 攻守交代はかけ足で行い、第三アウトが成立したら、プレーヤーは速やかに 

ベンチを離れて、守備位置に向かうこと 

ロ） 守備側0)タイムの回数制限について 
捕手を含む内野手が、投手のもとへ行ける回数は、3回以内とする。 
タイプレーク方式となった場合は、2イニングにI回行＜ことができる。 
往復を駆け足で行いプレイの開始を遅らせてはならない。 

(3） 攻撃側のタイムの制限について、 
攻撃側のタイムは、3回以内とし、タイブレーク方武の場台は、2イニングに 
I回とする。 

（用 投手の塁への送球 
離塁していない塁への送球は遅延行為でポークになる。また無用と思われる塁へ 
の送球が度を過ぎると審判員が判断したら、反則行為とみなされる。 

{5) サングラスは、大会本部a)承認なしに使用することガできる。 
但レ帽子にサングラスに乗せることは禁止とする。 

(6） ネクストバッターズサークルでは、次打者はスタンディングで待って良いが
バットを振ってはならない。 
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童款武野錬大会曹’「競則 

＜親子ふれあいトスペースボ・ール大会＞ 

◆大会種目 
母親と小学校4年生以下dう小学児童（男女を間わず）混成チームの編成 

※母と児童の続柄は問いません 

◆チーム編成 
①登録選手…登録選手は各クラスとも、母は3名以上6名以内、児童は7名以上20名以内 

とします。 
※打撃・守備ともto人で行1バます。ひ O名末満での大会参加はできません） 

②指導者・・・選手以外に成人の指導者（男女を問わず）をおくことができます。 
※予め選手登録した指導者は選手として試合に参加することができます 

◆用具について 
試合に使用するバット・ボールは日本トスボール協会認定品とします 

◆試合について 
①予選リーグ（3試合）を行ったのち、決勝トーナメントを行います。 
②決勝トーナメントは各グループの上位Iチームで行います。 
③予選リーグの組合せ抽選は予め抽選会で行い、試合時間を決定し議す。 
④予選リーグはー試合2イニング・決勝トーナメントはー試合3イニングとします。 
⑤母の選手の守備および攻撃時における出場枠は各Is,旦名とします。 

◆勝敗にプIlて 
①予選リーグ・勝敗に関係なく、2回裏まで行います。同点の場合は引き分けとします。 

（予選リーグ全試合の得失点差により各グループごとに決勝進出するIチームを決難します．,) 

②決勝トーナメント 
I最終回表の攻撃が終了した時点で、後攻チームがリードしている場合、また 
最終回裏の雄で逆薪しだ湯歯はその轄点で試合は終了しま多二 

且規定イニングを終了した時点で勝敗が決しない場合は、Iイニングの延長を行い 
さらに決しない場合は抽選とします。 

◆裁定について 
①トスマシンのリモコン操作は主審が行います。 
②トスポ1ui試合規貝瑚Sよび本大会規則1こ決めら1'‘てlAなcc鷺項は審判裁定とレますa 

◆攻撃について 
①攻撃はIイニング10名とします。 
②打魁順はゼッケン番号順とします。 （ゼッケンは、自制作したものでも構いません） 

（ゼッケンI番＝1番打者、ゼッケン2番＝2番打者、以下10番まで同じ） 
⑧打香1まTイニ:2ク1こ1番から1"0電までアウト数1ご関係なく打讐を行います。 
④同ーイニングで出場できる母の総数は代走を含め登名とします。 
⑤同ーイニングに同ー打者が二度打つことはできません。 
⑥弐回目のイニングからは、打撃順の変更または打者の変更は自由にできます。 
⑦紅煮はβ醜以内に2a2ボ＝ルを」：Iたな」1れば&まI者ア亡上く二奮とユま董C- 
⑧打球がトスマシンに触れた潟合ばプ戸ルボニルどなります。 
⑨バンMSさに難塁はできません。 
⑩走者の離塁はベースより2m以内とし、走塁は打者がボールを打った時点とします。 
⑩ボールデットと判定された後の進塁はできません。 
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◆守備1こついて 
①守備は10名とします。 
②守備交代は自由に行えます。 
③守備についている、母の総数は3名とします。 
④極端な前進守備等を行った場合、安全を配慮し、守備位置の変更を求めることがあります 
⑤送球ボールがトスマシンに当たった場合はインプレーとし、プレーは継続されます。 
⑥ボールをトズマシンに輔被するめはボー1レデットとなった鐘、守猫泣置の鷺警。又、捕手 

が行います。 
※ボールデットとは打者・走者・守備等すべてのプレーが終了した時点のことで 
あり、単にポールが捕手に転送された時点ではありません 

◆攻守交代について 
①てひ番打者が打盤を行｛八す？又てのプレー輝終了した時点で、アウ1一厳に関係なぐ、攻守 

を交代します。 
②前イニングの残塁走者は次イニングに繰り越されません。 

◆得点について 
10番打者が打撃を行い、すべてのプレーが終了した時点で、その回の得点が記録されま 
甘二 

◆塁間について 
塁間は18mとします。ー、ー、三塁の走者のリードラインばベースから2メートルとす 

◆スポーツ保険の加入が出場条件 
小学生は、ヂーム加入スボーツ障碑採瞳が義務村けになります。 
母親は、川崎市少年野球連盟加入のスポーツイペント保険に加入します。 
よって、母親登録は年齢明記が必須となります。 （大会要項には記載しません） 
謙手雪録用紙脊揺川したのち、変更はできません。 

◆大会開催は、少年野球底辺の拡大客図る月的から 大会日程が順延し、出場予定チームが
単校行事欝によ町劃'ftで畿毎こなった揚合、癒一蓮盟1,他のチームが4雄で参Thずるこどを
魁めます。 （同一地区で代理参加チームを決めておいてください） 
選手登録用紙の提出が必要となります、地区事務局は事前に準備井お願いします。 
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